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2 多摩川河口干潟について 

東京湾には、昔、自然の海岸が続いており、東京湾奥部を囲むように広い干潟が

広がっていました（図－2.1）3)。その後、昭和 40年から 50年代にかけての大規模な

埋め立てにより水面面積の約 2割に相当する約 25,000haが埋め立てられ、現在の干

潟の面積は約 1,600ha（内、人工のものが約 50ha）と明治後期の 1/8程度になってし

まいました（図－2.2）4)。現在、東京湾に残されている広い干潟は、小櫃川河口部

の盤洲干潟、富津岬北側の富津干潟くらいです（図－2.3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.1   明治後期の東京湾の干潟 3)     図－2.3   現在の東京湾の干潟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.2   東京湾の年代別埋め立ての推移 4) 

※原図を一部修正 
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多摩川河口にもかつては羽田洲と呼ばれる広い干潟が広がっており、のり養殖や

アサリ漁業が盛んに行われていました。しかし、羽田空港の埋め立てや川崎港の整

備などにより干潟は減少し、現在では約 0.45km2が多摩川の中に残されているだけで

す。 

昔に比べて小さくなってしまった多摩川河口干潟ですが、東京湾奥部西側に残る

唯一のまとまった干潟であり、その存在はとても貴重なものです。例えば鳥類に関

しては、春秋の渡り期の種数・個体数が比較的多く、環境省のレッドデータブック

で絶滅危惧 IＢ類に指定されているセイタカシギなども確認されています。魚類では、

東京湾が分布の北限にあたり、環境省のレッドデータブックで絶滅のおそれのある

地域個体群に指定されているトビハゼが生息しています。このような貴重な生き物

が多く生息する多摩川河口干潟は、三番瀬や盤洲干潟とともに、環境省が 2002年に

発表した「日本の重要湿地 500」にも選ばれています 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


